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令和３年７月２０日(火) 文責 校長 南里美紀江

丹邱学舎
＜学校教育目標＞

志をもち、自ら学び、共に高め合い、

たくましく生きぬく西渓っ子の育成

数年前に学力向上に関する講演会を聴きに行く機会がありました。その時の講

演内容は、ある大学の数学の教授が学力を高めるためには何が必要かを話された

ものでした。その内容は印象的で今でも覚えています。

学力つけるにはそれぞれの教科の勉強も必要だが、実はそれを支える大切な力

が必要だというのです。その力とは･･･実は「経験と美意識」ということでした。

正直驚きました。複雑な数学の問題を解く数式ですが、正解の数式はどれも美し

いそうです。計算をしていく中で美しくなければ正解にはならないということら

しく、計算をしながら美意識を働かせるというのです。また、その教授は「問題

を解いていくとき、壁にぶつかることが多々ある。その時必要なのは想像力であ

り、豊かな想像力はどれだけの経験をしているかに比例する。しかし、経験をす

るには時間や場所、経費など限りがある。そこで読書を勧めたい。読書は普段で

きない経験を疑似体験させてくれ、想像力を高めてくれる。」というのです。

このことから、西渓校の児童生徒の皆さんにこの夏休みにぜひ、チャレンジし

てほしいことがあります。それは机に向かう勉強だけでなく、いろいろな経験や

読書から想像力を身につけてほしいです。そして、感受性を働かせて自然や身の

回りのものから美しさを感じ取り美意識を高めてほしいのです。そうすることで、

学力を高めるための基盤になる力を高めることができ、さらに、この先の人生を

切り拓く大きな力を得ることができると思います。

夏休み･･･一人一人に与えられた時間は同じでも、どのように使うかで結果に

は大きな違いが出てきます。タイムマネジメント力は大人になっても大切です。

２学期に、一回り成長した西渓っ子に会えることを楽しみにしています。

夏休みだからできること･･･経験と読書にチャレンジ！



夏休み中、心配事や不安なことがあるときに、学校に相談が

できず困ることがあるかもしれません。そんな時には、下記の窓

口をご利用ください。


